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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜連絡事項＞
・悠々の里・入浴券の使用期限が3/31（日）までとなっていましたが、使用期限が7/31（水）まで延長となっています。

・4/1（月）13:30～14:00までメンタルケア病棟4階メモリアルホールにて、入社式を行います。当日勤務のスタッフは13:20までにメモリアルホールへ集合し、着席して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・角　光雄様～ムコキール（去痰剤）を中止し、他は前回と同内容にて7日分臨時処方となっています。

・中森　みや子様～右の下肢に掻いた痕があり、本人様より「ナパゲルン軟膏（鎮痒剤）を塗ると痛いので、痛み止めがほしい」との訴えがある為、主治医よりロキソプロフェン（解熱鎮痛消炎剤）1T　1×Ｔ/5Tが臨時処方となっています。また痂皮に塗布する為のデルモゾールG軟膏（鎮痛剤）1本も臨時処方となっています。
・七崎　之利様～本人様より「薬が減ってから熟睡感がない。今日も夜中に5回起きた」との訴えが聞かれる為、主治医に情報提供を行い、本日よりエスタゾラム（睡眠鎮静剤）（2）1T　1×vds/2Tが4日分臨時処方となっています。

・新井　圭次様～本日14:00から精神保健福祉手帳障害者区分の認定調査を実施予定です。

・木村　ミワ様～3/29（金）午前中に東病棟合併症室から西病棟Ｂユニットへと転棟予定となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・工藤　綾子様～昨日から引き続き、本日も朝昼共に食事を拒否されています。また服薬・日課についても拒否が続いており、余暇時は自室にて臥床して過ごされています。夜間は独語も聞かれている為、精神症状の変化を確認すると共に、本人様の水分摂取状況、補食摂取状況の確認も行って下さい。
・坂　貢様～スタッフをミーティングルームに呼び出し「俺は天皇家の長男だ」「恐山のイタコは俺だ」「俺はピストル撃たれた後、死んだけど何回も生き返った」等の妄想発言が活発に聞かれています。スタッフの再三の声掛けにて「話せばまだまだ色々あるけどな。今日はこれくらいでいいや。どうもありがとう」と話され、会話を切り上げる事が出来ています。その後も表情の硬さ、眼光の鋭さ目立っており、棟内を独語しながら徘徊される事あります。今後も本人様の精神症状の変化に注意して、トラブルに至らないよう介入して下さい。
・市川　真紀子様～本日深夜帯にて切迫した様子でスタッフオフィスに来られ「テレビから怖いものが見える」「背中を刺された」と訴えられています。不穏状態の為、スタッフ付き添い本人様の訴えを傾聴していますが「Ａ棟に移して下さい。移動すればよくなります!」と大声で話されています。その後、次第に落ち着く事が出来ており、ホールにて休まれています。本日、日勤帯では眠気強くみられ、プログラムは拒否されていますが、食事は拒否なく摂取する事が出来ています。夜間の睡眠状態が不安定の為、日中は起きるよう都度声掛けを行って下さい。

・阿部　文香様～本日も引き続き眠気強くみられ、午前中のリハビリテーションプログラムは拒否され自室のベットにて休まれています。午後には起床され日課を行う事は出来ていますが、スタッフへの話し掛け多く、不機嫌な様子もみられています。毎日コーヒー・菓子の要求聞かれ、体重も62㎏で推移している為、本人様の嗜好品の摂取状況について注意して観察・記録をして下さい。

＜川端Ｄｒ診察＞

・清川　厚子様～本人様より退院後に腹痛ある際は根城内科への通院希望があり、主治医より許可となっています。また高血圧の薬についても今後は根城内科で診てもらうよう主治医より本人様へと説明されています。糖尿病については、今後も継続して当院で診ていく事としています。診療情報提供書作成済です。
・種本　福松様～排便－2日目の予測指示が、4/11（木）まで継続となっています。通帳管理については本人様の希望にて今後も家族が行う事としています。また作業療法・リハビリテーションプログラムについては主治医の指示で、今後も行わなくて良いとの事です。

・阿部　文香様～本人様の髭剃りについて、担当スタッフはどのように行っていくのか検討するよう主治医より指示が出ています。

・佐々木　康子様～「まだ怖い感じはあるけれど、落ち着いた」と本日の診察にて話されています。ジプレキサ（精神神経用剤）（20）からジプレキサ（精神神経用剤）（10）へと減薬され、他は前回と同内容にて臨時薬が七日分処方となっています。

・宮本　建蔵様～妹様へと面会依頼の為、スタッフより電話連絡を行っていますが繋がらない状態です。担当スタッフは確実に繋がる連絡先を確保するよう主治医より指示が出ています。

・江刺家　陽輝様～本人様より右肩腿痛が続いているとの訴えがある為、主治医よりナパゲルン軟膏（鎮痛剤）が1本が臨時処方となっています。疼痛時に患部に塗るよう主治医より指示出ています。

・角　光雄様～ＡＡ参加の為、主治医より単独外出許可ありました。本日、準夜帯にて

家族連絡をお願いします。
・七崎　之利様～本人より、ゼロの会の出席希望あり、主治医許可となっています。

※本日、清川　厚子様の地域復帰支援検討会を実施しています。（別紙参照）
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予測される退院後

の支援内容と今後

の支援の準備、お

よび計画の内容

①本人の意欲減退が起こらないよう出来ていることは評価し、言動を否定しないよ

　うな対応が必要。月・水の訪問介護、金曜日の訪問看護、火曜日にデイケアを利

　用していただき、スタッフからも促しをしていく。

②現在は指導により自分で処置を行っているが、徐々に面倒に感じて怠ることが予

　想される。そのため、訪問スタッフの訪問時に確認、助言をしてもらう。糖尿病

　に対しての服薬は当院で処方し、高血圧に対しての服薬が根城内科にフォローを

　していただく。（主治医より診療情報提供書記載済み）

③自分が難しいと感じることは、相手にやって貰おうとされる傾向にある。ある程

　度自分で出来ることは実施してもらい、不足を補うような援助が必要。

④利用の必要性について各スタッフや通所スタッフから具体的に説明を実施し、現

　在は了承されている。今後も本人・家族から確認された際は丁寧に説明を行う。

⑤自己服薬管理ボードを所持しているため、訪問看護師にセットの確認をしてもら

　い防止する。

⑥検討会の場でも、主治医から何度も説明を実施している。退院後のスケジュール

　クライシスプランにも、困った時の対処方法を記載しているため、プランをみて

　落ち着いた対処が出来るよう促して行く。



本人の希望や不安



退院予定年月日：H25年3月31日　　　　　　　　退院予定先：自宅（夫と同居）

入院年月日：H24年6月20日　　　　　　　　　　当院6回目

入院形態：医療保護入院

※初外来　　　　　：4/2（火）10:00～　毎週火曜日

※初デイケア　　　：4/2（火）9:30～　火・木曜日

※初訪問介護利用日：4/1（月）15:30～16:00　水曜日は10:30～11:00

※初訪問看護利用日：4/5（金）15:00～15:30　毎週金曜日

※青明舎の利用は火・木・土の予定でデイケアか青明舎の利用をしていただくよう促している。

※八戸赤十字病院次回受診は4/24（水）

新たな医師方針



変更なし。日課のリズムの乱れがないよう社会資源サービスを使用して下さい。

新たな看護方針



変更なし。日課のリズムの乱れがないよう支援を継続していく。

希望の変更はなし。デイケアに通所することへの不安があるため、デイケアスタッ

フから直接説明を受け、了承されている。

家族の希望や不安



希望の変更はなし。不安はおいおい出てくるだろうと話されている。緊急時の連絡

先が分からないと訴えられたため、クライシスプランに追加をしている。

退院後の予測され

る問題点

①気分変動により日課の拒否（不潔傾向となる）が生じる。

②糖尿病管理不足から、陥入爪の処置を怠る。

③スタッフに対して依存的となる。

④デイケアに行かない

⑤忘薬・怠薬となる

⑥救急車を呼ぶ

御家族や患者様の

不安や要望につい

ての具体的な支援

内容や計画

本人よりデイケアに通所することへの不安があるとの発言あるため、デイケアス

タッフから直接説明をしていただき、了承されている。また、花見をしたいとの発

言あり、デイケアでも企画中であること説明すると笑顔みせられている。他、本人

からの不安の訴えはなし。

夫様は、不安はおいおい出てくるだろうと話されている。緊急時の連絡先が分から

ないと訴えられたため、クライシスプランに追加をしている。また、デイケアに通

えるのかを心配されているような発言があったため本人と同様、デイケア利用に関

する説明を実施している。また、他のサービス利用時、外来受診時に本人へ促して

いくこととして、了承されている。



第1回

開催予定日：H25年3月28日

時間：16：00～16：30

報告書（地域復帰支援検討会1回目）

チームメンバー

Aチーム

高橋正臣・沼山里美・戸賀沢眞貴子・石岡啓子・山田益美・上野雅人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      作成日　Ｈ.25年3月28日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       作成者　沼山　里美

　

基礎情報

氏名：清川　厚子様（女性：58歳）病名：中等度知的障害合併症：糖尿病、白内障


